



講演日：2013 年 3 月 9 日（土） 
講演者：東京大学大学院人文社会系研究科教授 
     日本ロシア文学会会長 

























































































































































































































































村上春樹 vs.カラマーゾフ――現代日本の翻訳文化と世界文学 ― 沼野 充義 
 
も非常に厳格な目で見たら、１ページに１個か２個くらい誤訳があっても全く不思議ではありませ






















































































































「総毛立ちつ身まかりつ」というのは、英語のところでは”……the wind came out of  the cloud”




















































































































それは ”domestication”、domestic なものにする、ということです。あるいは ”assimilation”、日
本語に同化させるという方法もあります。それから逆に、わざと日本語の中に日本にないものを持















































































Language）があり、左側に翻訳先言語（Target Language または Receptor Language）がありま
す。例えばフランス語から日本語に訳す場合、原語というのはフランス語であり、翻訳先言語は日
本語になります。翻訳者というのは、そのどちらのほうにより重点を置くかによって、翻訳先言語
のほうに顔を向けて、そっちのことを焦点化すれば、その翻訳は「同化的翻訳」ということになり
ますし、原語のほうに忠実であろうと頑張り続ける場合、「異化的翻訳」になる。しかし、どうも私
はその間に「媒介的翻訳」という領域があるべきだというふうに思っています。あるいは、翻訳者
というのは、非常に居心地の悪い中間地帯なんですけれども、いわばここがある種の翻訳者のユー
トピア的な地域であって、ここに住み続けるということが翻訳者の使命ではないかなというふうに
思います。 
 最後に、ちょっと自分が昔、格好をつけて言ったことを示させていただきますけれど、「文学作品
とは、ある言語の土壌の上で一度限り起こった言語的事件である。翻訳とはその事件を別の土壌の
上でもう一度無理にでも起こそうとする、ほとんど不可能な試みにほかならない。しかし、不思議
なことにそれが成功し、しかももとの事件とは別の意味を持って別の生命を生きはじめることがし
ばしばある。」ということで、実は今の世界文学を考える場合には、まさに翻訳は翻訳というプロセ
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岡山大学文学部プロジェクト研究報告集「文化の交流、文化の翻訳」 
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スを通じて、原文の何かを失わせてしまう行為なんですけれども、そのかわりに別の土壌で、何か
別の意味を持つことが十分あり得るわけですね。そのプロセスを経て世界文学というものは今成り
立っているのではないかということで、今の世界文学を考える場合に、翻訳というものがなければ
世界文学という概念すらあり得ないということで言うと、これは多和田葉子さんという人も言って
いますけれども、実は世界文学というのは翻訳のことではないか。そういう、かなり極端に単純化
した言い方もできるかもしれません。 
 いまご紹介した言葉、これは多分私が自分で考えた表現なんですけど、私の教え子のある人が、
ある本の中で全く同じようなことを言っていまして、彼は、私が授業中に言っていたことを私の言
葉だということを忘れて使っているんですね。それで、あとで「いや、誰かが言っていたような気
もする」とかとまた言っているんですけど、「それは俺が言ってんだよ」って言いたいんですけれど
も（笑）、こういうのを剽窃というのかどうか分かりませんが、私は、自分の言ったことがほかの人
の心に植えつけられたということで、むしろうれしく思っておりますので、別に自分の権利を主張
するつもりはありません。 
 ということで、とりあえず今日のお話はここで終わりにさせていただきます。 
 どうもご清聴ありがとうございました。 
 
【司会】沼野先生、どうもありがとうございました。 
 質問をされたい方もおられると思いますけれども、このあと小シンポジウムを予定しております
ので、そのときに会場との質疑応答をしていただきたいと思います。 
